
⚔技能対応のライティング実践指
南書
本書は，英語ライティング活動
について中・上級学習者向けに指
導実践例を広く紹介した指導書で
ある。1980年代に急速な発展を遂
げたライティング指導であるが，
昨今は第⚒の波とも呼べる変革の
波が押し寄せている。大学入試の
⚔技能対応である。
そういったニーズに対応すべ
く，第⚑部の理論編では，ライ
ティング指導の枠組みを，Why
（動機・目的）＝なぜ書くのか，
How（技術，方略）＝どう書くの
か，What（内容，能力）＝何を書
くのかの⚓点による順序で構成し
ている。
第⚒部では，新しい視点とし
て， 多 重 知 能 （multiple
intelligences ; MI）理論やトゥー
ル ミ ン・モ デ ル（the Toulmin
model of argument）なども含め，
実際の指導実績を基に，19のタス
クがオムニバス形式で紹介されて
いる。
ライティングの手段としては，
オンライン掲示板やビジネスライ
ティング用の BULATS，模範文
の提示の効果などが挙げられてい
る。構成としては，プロセス・ア
プローチやシーム・リームを活用
した一貫性を持つ文章の書き方及

び反駁の導入，ジャンルとして
は，ニュース英語，論証文，叙述
文，サマリー，アブストラクトな
どのタイプに関する実践例が紹介
される。また，方略としては，
リーディングとのリンクやピアや
グループを活用した⚔技能対応の
タスクが提案されている。さらに
民間試験への対応としては，
IELTS，TOEFL，英検といった
ニーズの高い各試験への対策が細
かく説明されている。
ライティング指導において最も
難しいと考えられる評価も，多く
のタスクで具体的事例と方法が紹
介され，セクション IV では，
ポートフォリオの導入を始めとす
る異なる観点からのわかりやすい
ルーブリックが，細かく提示され
ている。
各セクションで，「はじめに」
において提示される⚒つの目標
は，本書を読んでいく上で焦点を
当てる指標になっており，同時に
各章の最後にある「まとめ」は，
内容を振り返る意味で大変効果的
かつ，重要である。また最後に示
されているʠFurther Readingsʡ
は，より詳しい知識を求める読者
にとってはありがたい参考情報と
なる。一方で，各タスクにおける
問題点に関する考察も含まれてお
り，読者への問題提起も欠いては
いない。
一見オムニバス的な構成ではあ
るが，統一された枠組みを基に，
詳細に目標と方法が述べられた，
実に多面的な要素を持った指導書
である。中・上級学習者は元よ
り，初級学習者を含めた全学習
者，全指導者にも役に立つ実践的
教育書と言えよう。

（かしわぎ てつや・

北九州市立大学教授)

英文法教育の新たな視点
英文法を題材とする最近の書籍
は，昨今の教育要請に応じるため
か，実用的側面を重視したものが
多い。その中で，英文法の教育的
側面に焦点をあて，その教育的意
義や必要性，英文法の魅力などを
論じたのが本書である。
本書第Ⅰ部では，マホさん（著

者の実際の教え子をデフォルメした
人物）からの質問と称した，英語
教育に関わる⚖つの問題に対する
著者の考えが明快に述べられてい
る。第Ⅱ部では，学校英文法にお
ける種々の問題をマホさんとの対
話を通して「ともに考える」形式
を取っている。非常に平易な日本
語で書かれているのが特徴的で，
すでに教壇に立っている教師のみ
ならず，これから教師を目指す者
にとっても手に取りやすい内容と
なっている。
本書では，これまでに行なわれ
てきた，あるいは現在行なわれて
いる教育を「正面」とし，その正
面からの教育とは多少異なる視点
からの教育を「斜め」とする。た
とえば，enjoy や finish のような
目的語位置に動名詞を取る動詞を
教える際，「正面」からでは，各
動詞を個別に，あるいは語呂のよ
うなもので教えるか，少し英語学
の知見を凝らした〈現在・過去の
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ことを述べる場合は動名詞〉と
いった説明がなされるのが一般的
である。しかし，avoid や miss
などは，これからすることを避け
たり，しそこなうわけであるか
ら，上記の説明がときに効果的で
ない場合がある。そのような場合
に単にʞ例外ʟといって端に追い
やるのではなく，「斜め」からそ
の問題について取り組むことで，
観察力や洞察力，さらに，これか
らの知的基盤社会においてもっと
も重要な能力の⚑つとされる問題
解決能力が育つと主張する。
教育には，教え育てるという他
動的な側面だけでなく，教え育つ
といった自動的な側面があり，後
者の教育のためには良質な刺激が
必要である。本書でたびたび登場
する「斜め」とは，授業を活発に
し，学習者の知的好奇心をくすぐ
る「良質な刺激」と捉えることも
できよう。これまで英文法，ひいて
は英語を「正面」からしか見てこ
なかった人は，本書によって実に
新鮮な学びが感受されるだろう。
本書は一貫して学校英文法を

「斜め」から考えることを提案し
ているが，「斜め」からの視点は
決して英文法だけに留まるもので
はない。音声の問題やことばの多
義性，地域による表現の差異な
ど，英語を学んでいるとたくさん
の不思議に出会う。その不思議と
出会ったときに，「正面」からだ
けでなく，「斜め」からその事象
と向き合うことで，本当の意味で
のことばの面白さに気がつくこと
ができる。本書は「斜め」からの
視点のその一端を与えてくれるも
のであり，本書をきっかけに英語
の世界をʞ多角的ʟに眺め，味
わってほしいと思う。

（おざわ けんじ・日本大学助教)

英語教師の資質・能力を高め，成
長するための実践記録
英語の授業改善を行うために，
様々な研修会やセミナーに参加し
て研修を積み，授業力向上を目指
している先生方はたくさんいる。
しかし，公務多忙の日々の中，長
期的に継続して授業改善のための
努力を続けていくのは難しい場合
も多い。そんな先生方の日々の研
修の支えとなり，方向性を示して
くれるのが本書である。
すでに大学での英語教職課程で
の学びや，現職教員の授業改善の
ための有効なツールとして定評の
ある「言語教師のポートフォリオ
（以下 J-POSTL）」であるが，実際
にどのように授業と関連付けて活
用することで，英語教師としての
資質向上と授業力を上げることが
できるかについて，具体的なイ
メージが湧かない先生方にはぜひ
本書を手に取っていただきたい。
第⚑章から第⚔章では，「指導
法の見直し」「自立学習支援」「評
価法の見直し」「異文化間能力の
育み」の⚔つの視点から，中学校
と高等学校の現職教員の授業改善
の取り組みが報告されている。ど
の事例においても，日々の授業実
践と改善のための具体的な方策を
紹介し，どのように J-POSTL を
活用してきたかが，該当する自己

評価記述文（教師用の CAN-DO 形
式の記述文）とともに示されてい
る。国立中学校を含む公立学校か
ら私立学校，普通科での実践から
国際教養科や音楽科での指導例ま
で幅広く取りあげられており，県
内トップの進学校での受験を意識
した指導から，「学び直し」の高
校での実践記録まで多岐にわたる
のも，多様な学校に勤務される先
生方にとって有益な点である。そ
して，英語科の授業に加え，特別
活動「茶道」での実践も非常に興
味深く，J-POSTL の活用範囲の
可能性を知ることができる。
第⚕章では教員研修での J-
POSTL の活用事例が紹介されて
いる。校内で研修担当になり，ど
のように研修を進めていいか悩む
先生方や管理職の先生方，そして
公的な教員研修を担当する指導主
事の先生方にも，課題を解決する
ための研修立案へのヒントを与え
てくれるだろう。
新学習指導要領で目指す「主体
的・対話的で深い学び」について
は，その理念は理解しながらも，
日々の授業実践の中でどのように
実現するか，その具体的なイメー
ジを持ちにくいと考える先生方も
多い。そうした中，新しい学習指
導要領が目指す方向と親和性が高
い J-POSTL を軸とした授業実践
から，これからの英語教育が目指
す指導を考える機会を本書は提供
してくれている。
本書は単に指導方法を紹介する
だけのものではなく，指導を支え
る英語教師としての資質・能力を
育むことの重要性を読み取ること
もできる良書であることを強調し
ておきたい。

（あの こういち・文教大学教授)
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